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- 平成19年度の計画・進捗状況・成果報告 -

(１) 地震計を用いた自然地震観測による
プレート構造調査

1-1 中感度地震観測によるプレート構造調査



•• 本研究テーマの目標本研究テーマの目標
• 精度の高い震源分布
• 地震波速度と非弾性常数の三次元分布
• プレート境界面の形状を明らかにする
• プレート内における弱面の存在を把握する
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•• 平成平成1919年度実施計画・進捗状況年度実施計画・進捗状況
• 45箇所の中感度地震観測点の設置

地震計と観測システムの仕様策定、製作

観測点選定、協力依頼、設置工事開始

• データ収集・処理センターの構築

仕様策定、購入、構築

• 地震情報等をHPで公開

プロトタイプ作成開始

• プレート構造解明のための解析手法開発



•• 高信頼性通信高信頼性通信
• 専用線（高い回線品質が必要）に準じた発想か

らどんな回線にも対応できるｒｏｂｕｓｔ化

• パケットの消失に対応する高い再送機能

• 通信状況を端末側で把握し自動最適化

• 大地震発生など状況に応じてデータ伝送の優先
度変更可能

→自律協調型データ伝送システム

（＋優先度付データ伝送）
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•• 高保守性能高保守性能
• ＳＮＭＰによる動作状況監視

階層的状況監視 観測点→機能→部品

• Ｌｉｎｕｘボードによる通信

オープンソースによる改善，進化の可能性

• フィールドバスの導入（ＡＤ変換部分が独立）

状態把握，ファーム入替が可能

地下埋設（坑道）設置実現

共通ＩＦ化による（ＡＤ変換）機能の部品化

首都圏稠密観測首都圏稠密観測

システムの要件システムの要件

• 確実なデータ取得
自律協調型

リアルタイム性より確実性、
災害時にデータ保持

• 少ない人手で運用
ＳＮＭＰ

観測点の状態を自動監
視・ センター側から設定変
更が可能

• 観測ノイズの低減・作りやす
い・維持が簡便 ：設置方法
20mボアホール



50km

400400箇所の中感度地震観測網予定箇所の中感度地震観測網予定
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•• 観測網の選定条件観測網の選定条件

• 過去の大地震

• 現在の地震活動

• 既往の研究（繰り返し地震、
スロースリップ等）

• 沈み込むスラブの傾斜

• 速度構造の不均質（低速度
層）

• 既存の観測網を有効利用

• 小学校・中学校・高校および
公園

•



今年度設置の地震観測点と今後の予定今年度設置の地震観測点と今後の予定
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今年度（2007年)
青：45箇所

来年度（2008年)
赤 ；125箇所



地震計設置地震計設置
• 20mの掘削を

行い，地震計，
AD変換器を埋

設

• 地上部は機器
収納箱を設置
し，電柱に電気
＋通信線を引
き込む
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計測部

加速度計

方位方位

デジタル感震器デジタル感震器

デジタル感デジタル感
震器震器



予定地

地震計設置地震計設置
観測点番号観測点番号W048W048
五本木小学校（目黒区）五本木小学校（目黒区）

11月月1717日に地震計を設置日に地震計を設置
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080215.004519 M3.4 D42km080215.004519 M3.4 D42km 茨城県沖茨城県沖

YYIM(20m)

TOKYO(JMA)

YYI(0m)

YYI(3m)

YYI(5m)
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観測例観測例
（地震研究所：（地震研究所：YYIM）



080215.004519 M3.4 D42km080215.004519 M3.4 D42km 茨城県沖茨城県沖

YYIM

YYIM

YYIM
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ノイズ振幅スペクトルノイズ振幅スペクトル
((深さの違い：深さの違い：YYIM））
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20m

Hz

2008/2/27 3:00-4:00 （荒天）

0m
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PSD 
PSD
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2008/2/28 3:00-4:00 （晴天）
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℃

hPa

環境測定環境測定
気温

気圧2月
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気
温

気
圧

℃

hPa

○、○：気象庁の1時間値

春一番が吹いた日春一番が吹いた日(2(2月月2323日）日）

時



集約短期
蓄積装置

各観測点

FOW網

定常網

データ結合

公開装置

学校向けコンテンツ

長期蓄積装置

処理
装置

解析装置

緊急地震速報

気象庁

統合処理センター
（防災科研）

JGN2網

データ収集 データ処理

データ公開

データ交換

研究へ
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データ処理・公開センターの構築データ処理・公開センターの構築



ユーザ：shuto
パスワード：Metro08

クリック
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• 提供データ

– 連続波形

– 連続波形画像，ＰＤＦ

– イベント波形（気象庁一元
化震源切り出し）

– 震源データ

• 機能

– チャンネル選択

– 観測点選択

• 出力フォーマット

– ＷＩＮ，ＳＡＣ
イベント波形
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研究者向けコンテンツ研究者向けコンテンツ



学校向けコンテンツ学校向けコンテンツ

• 提供データ

– 緊急地震速報（予想震度，
主要動到達猶予時間

– 気温・気圧相当値

– 連続波形画像，ＰＤＦ

– イベント波形画像（高度利
用者向け緊急地震速報切
り出し）

• 出力フォーマット
– CSV(コンマ区切りテキス

ト）

予想/観測 計測震度相当値

緊急地震速報
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平成平成2020年度実施計画年度実施計画

• 125箇所の中感度地震観測点の設置

観測点場所の選定終了→交渉開始

• データ収集・処理センターの構築

運用開始

• 地震情報等をHPで公開

公開開始

• プレート構造解明のための解析手法開発
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